
Ⅰ   FORMAT Ⅰ   N 

JAPANESE SOCl   TY＾F DEVELOPMENTAL 3OLOG@   TS 

Ⅰ 第 l7 回大会 ( 熊本， l984) の御案内……藤本十四枚                                             

■ 第 l5, 第 l6 回大会準備委員会からの 寄付                                                                           

■ The Jean and  Ka,bsuma Dan Fellowship Program 

より国際交流研究員の 推薦依頼……酒井若一                                                               

■日本学術会議第 9@ 回 総会報告                                                                                                       2 

■会員異動                                                                                                                                                             4 

■
 

DECEMBER 1983 

日本発生生物学会 
〒 158 東京都世田谷区深沢 2 一 1 一 1 

東京都立大学生物教室内 



日本発生生物学会の 諸組織は以下のとおりです 
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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 



1. 第 Ⅱ日大会 ( 熊本， 1984) の御案内 
日本発生生物学会第 17 回大会準備委員長 

藤 本 十四 秋 

  

  

熊木大学医学部解剖学第姉講座 

第 「 7 回大会を昭和 59 年 5 月 12 日 ( 土 ), 13 日 ( 日 ) および 14 日 ( 月 ) の 3 日間，熊本大学医学部内 

( 熊本市本荘 2 丁目 2 番 1 号 ) で行います。 多数の会員の 御参加をお待ちします。 

なお，一般講演の 講演時間ほ 1 題 15 分と致します。 シソポジウムは "SegTegation,Migrati0n 

and  Aggregation  0f  Cells  in  Development"  を予定しています。 

御参加には，同封の 書式に従って 2 月末日までにお 申し込み下さい。 

2.  第 15 回大会 ( 東京 ), 第 16 回大会 ( 松山 ) 準備委員会より 寄付 

第 15 回大会準備委員会は 残金 2 万円を学会に 寄付されました。 事務局としてはこの 寄付金を一 

般会計 E 繰り入れます。 

第 16 回大会準備委員会は ，残金 10 万円を DGD 募金に寄贈されました。 

会計幹事 上 村 伊佐 緒 

3.  The  Ⅰ e 郎君 nd  Katsim Ⅲ a  D 君 n  Fellowship  Program  からのお知らせ 

とお願い ( 国際交流研究員の 推薦依頼 ) 

昭和 56 年度からスタートした 生物科学・ ロ ・国際交流計画は ，今年で 3 年目を迎え，下記のよ 

うに毎年 1 名ずつ，若手研究者の 国際共同研究が 行われてきました。 これは，ひとえに 発生生物 

学会，動物学会ならびに 関連学会の会員の 皆様方の御協力によるもので ，基金設立実行委員会と 

して厚く御礼申し 上げます。 

涛 

歯 昭和 56 年度 ( 日本から ) 田中裕一郎氏 ( 受入れ， Woods Hole MBL, Prof. Shinya Inou の 

Arbaci は 卵における細胞質分裂収縮環の 切断と修復。 

奏 同年度 ( アメリカから ) Melanie Pratt 氏 ( 受入れ，東京大学理学部酒井 彦一 教授 ) ウニ卵 

の細胞質ダイニンに 関する研究一一・ 微小管， 力 ルモデ ュリソ との相互作用。 

涛 昭和 57 年度 ( 日本から ) 浜口幸久 氏 ( 受入れ， Woods Hole MBL, Prof. Shinya Inou の つ 

ば さ ご かい卵母細胞中の 分裂装置の細胞表面との 接着。 

女 同年度 ( アメリカから )Mary Porter 氏 ( 受入れ ， お茶の水女子大学理学部，能村稚子教授 ) 

ウニ鞭毛 21S ダイニンサブ ユニ " トのダプ レ " ト 微小管への 再 結合と微小管のすべり 運動に関 

する研究。 

女 昭和 58 年度 ( 日本から ) 増田道隆氏 ( 受入れ， H0pkins Marine Station, Stanford Unive ト 

sity, Prof. Daniel Mazia) Mon0p0lar Spindle の構造と機能 E 関する研究。 
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涛 同年度 ( アメリカから ) 現在のところ 未定。 

丈 

例年，候補者の 推薦をいただくのは 2 月頃 ですが，場合によってはアメリカでの 動物材料がそ 

れでは間に合わないこともあ り，今年は早目に 推薦をお願いすることに 致しました。 

必要書類は以下の 通りです ( 推薦締切は 1 月 15 日 ) 。 

  

  

推薦 書 

候補者の略歴 

候補者の業績リスト 

候補者の希望留学先と 予定研究計画 ひ 00 ～ 800 字程度 ) 。 この Fellowship に よ る留学期間 

は原則として 3 ケ月 。 

く 書類送付 先ノと くお問い合せ ノ 

〒 113 文京区本郷 7-3-l  Tel812-2111  円 4396 

東京大学理学部生物化学教室 

国基金実行委員会 酒 井 彦 一 

なお， この国際交流への 御 支援は下記の 郵便振込み口座にお 願い致します。 

口座番号 : 東京 5  4 0 4 9 4 

加入者名 : 生物科学・ ロ ・国際交流基金設立準備金 

昭和 58 年 11 月 5 日 

生物科学・ ロ ・国際交流基金設立準備会 

実行委員会 岡 崎 嘉 代 

加 藤 淑 裕 

酒 井 若 一 

能 村 稚 子 

平 木 幸 男 

毛 利 秀 雄 

安 堵 郁 夫 

4.  日本学術会議第 91 回総会報告 

一一 7 勧告・ 2 要望を審議，採択一一 日本学術会議広報委員会 

会長・委員会諸報告 

第 91 回総会は， 10 月 19, 20, 21 日の 3 日間にわたり 開催された。 死去された木村 登 会員 ( 第 

7 部 ) に黙とうを捧げた 後，補充の新会員四方一郎氏の 紹介があ った 0 

学術会議をめぐる 諸般の状況は ， 極めて混とんとしている。 今国会において 日本学術会議故 
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正法案 ( 以下「改正法案」という。 ) が通過すれば ，選挙は施行されず ， 現 会員の任期が 1 年延 

長となる可能性があ る一方，国会が 解散等の事情で ，改正法案が 廃案になれ ば ，第 13 期が来年 

1 月からスタートするという 不安定な 今 総会であ った。 会長は口頭報告で ，「改正法案 は ， 10 月 

5 日の衆議院文教委員会で 趣旨説明が行われたがその 後審議なく，進展なし」，「国会が 正常化 

すれば，衆議院文教委員会が 開かれるから ，国会で十分審議が 尽くされることを 期待したひ」 

と述べた。 

行政改革法案による 総理府の改組に 関連して渡辺副会長は 学術会議の性格は 変わらないが ， 

官房長官直属となり ，内閣総理大臣とほより 密接な関係となる ， と 説明があ った。 

概算要求の説明を 藤巻副会長が 行った。 総理府総務長官が 改正法案の提出者となるので ， 法 

改正を前提とした 概算要求となっていると 報告した 0 

第 12 期はこれで終わる。 しかし改正法案が 通過するかもしれぬという 状況での申し 送りや， 

夏 部会が総会になったため 諸準備にそごを 来したなど，今期の 異常性を示しながら 初日の諸 報 

告 が行われ 16 時 45 分に第 1 日は終わった。 諸般の事情はともあ れ，日本学術会議の 本来的役割 

を 果たすべく，第 2, 第 3 日は，任期の 最後の総会に 当たって用意された 勧告，要望の 十分な 

審議に当てられることとなった。 

勧告・要望案の 審議・採択 

  

第 2 日は定刻 7 分過ぎに定足数を 充足した。 考古学の現況は 発掘調査と記録保存作業のみに 

追われている。 発掘資料を体系的に 収納し，保存・ 公開・活用し ， 更に，国外の 情報も集める 

叩 国立考古学博物館 -n ( 仮称 ) の設置について ( 勧告 ) 」がまず審議，採択された。 続いて， 対 

外 経済協力が国策として 遂行されている 状況下では，従来協力Ⅰ援助と 交流が峻別され ，学術 

交流には何ら 対外援助の要素がないため 多くの不都合を 生んでいる。 この状況を打開するため 

「発展途上国との 学術協力について ( 要望 ) 」が審議され ，ほとんど満場一致で 採択された。 

地方財政状態の 悪化が進行している 申で，公立大学経常費中の 国庫補助の割合は ，医学系を 

除けば，ほとんど 1% 以下であ る。 これを改善するための「公立大学の 振興に対する 国の助成 

について ( 要望 ) 」が提案，採択された。 続いて，原子力の 利用が先行している 現状にかんが 

み ，安全性の研究をも 含めて車の両輪とするように ，その研究・ 開発を進めるべく ， 「大学関 

係を中心とした 原子力基礎研究並びに 放射線影響研究の 推進について ( 勧告 ) 」を審議，採択 

した。 次に統計学は 各分野の， ぼ 報を解析して ，その本質を 抽出するための 有力仕方法論であ る 

が ，現在，統計学を 専門的に教育する 学部学科は一つもない。 こうした事情に 基づき「統計学 

の大学院研究体制の 改善について ( 勧告 ) 」が審議され ，採択された。 なお，「自然災害科学研 

究，特に人文・ 社会，医学部門の 拡充強化と災害教育の 充実について ( 要望 ) 」は，委員長の 

病気などの理由で ，なお十分審議が 尽くされる必要があ るとして，提案者の 自然災害問題特別 

委員会から要望趣旨の 説明がなされるにとどまった。 

第 3 日は定刻 12 分過ぎて開会した。 我が国の石炭産業は ，国産 ェ ネルギーとして 水力と並ん 

で重要な役割を 占め，しかも 先進的研究と 技術を保持しているにもかかわらず ，今や消滅の 危 
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機 に瀕している。 経済的自立体制確立を 要求されている 状況に対応するため「試験探鉱をもつ 

炭鉱の採掘・ 保安研究機関の 設立について ( 勧告 ) 」が採択された。 そして次に，長期天気予 

報の精度向上，大気大循環の 年々変動の機構の 解明，気候に 対する人間活動の 影響を解明する 

などの目標を 持っ，「気候変動国際協同研究計画 (WCRP) の実施について ( 勧告 ) 」の採択 

で 午前は終了した。 

午後の審議は ，創造力豊かな 研究者の養成と ，養成された 研究者が成果を 挙げる研究条件を 

確保するため「研究者養成の 振興策について ( 勧告 ) 」と沖縄における 戦後資料の保存，大学 

教育の充実並びに ，学術研究対象としての 自然環境の保全を 期するため「沖縄における 学術研 

究 ・教育の体制整備について ( 勧告 ) 」とを採択した。 

なお，「法学教育の 改革について ( 要望 ) 」は，関係各部，関係諸機関との 意見調整が必要の 

ため趣旨説明をするにとどまった。 

最後に会長は ， 

「 第 12 期は波乱に満ち ，本来改革を 実施すべきであ ったが，残俳ながら 自主改革を実現でき 

なかった。 学術会議の今後の 見通しは困難であ るが，現行法では 今期はこれをもって 終わっ 

た。 」と述べ閉会した。 

5. 会員異動 

く 新入会員 ノ ( ①テーマ，②材料 ) 

野 川 宏 幸 干葉大。 教養・ 生 ①唾液腺の形態形成 

②マウス，ウズラ 

佐 藤 武 愛知県立犬山高校 ①淡水魚類の 発生 

② 4 タ セン パラ，バラタナゴ 

山 本 華 岡山大・ 理 ・臨海 ①変態時におけるフジッ ボ 眼点の分化 

②タテジマフジツボ 

B の用ねぴ s は移タん沖 れ 召ゐほ稜己ァ ねねど 恭 田 洋 秀 夫 京都大・ 理 ・生物物理 ①哺乳動物初期発生における 遺伝子の再 配 
列。 動物の りソ パ球の分化，老化に 伴う 

遺伝子の再配列。 

②マウス，ラット ，ニワトリ， ヒト 

く 退会会員 ノ 

天 野 重 畳， 中 山 知 雄 
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く 住所変更 ノ 

志 村 保 雄 

原 田 市太郎 

山 道 祥 郎 

塩 尻 信 義 

木 下 勉 

平 田 篤 山 

  西 川 彰 晃 

佐 川 輝 高 

り Ⅱ 山鳥 学 

坂 井 雅 夫 

小 令 宗 一 

伊 井 一 夫 

大 原 たか れ 

井 原 誠 

楠 瀬 正 夫 

岡 林 謙 

須 田 省 三 
  

高 橋 和 秀 

森 谷 帝 土 

一 一 " """" Ⅰ『 1 隆 

申 述 愚 夫 

く 改姓 ノ 

野 呂 知加子 

( 新 ) 

〒 465 名古屋市名東区藤森 1 一 16 

〒 227 横浜市緑区若草合 14 一 52 

東北画人。 一口腔 解 

( 〒 963 郡山市富田町 字 三角堂 31 一 1) 

静岡大。 理 ・ 生 

鶴見 大 ・ 歯 ・ 生 

( 〒 230 横浜市鶴見区鶴見 2 一 1 一わ 

〒 522-02 彦根市高宮町 南切 2763 

マル ホ ㈱彦根 寮 

北里大・ 医 ・ 生化 

C l 日 ) 

名古屋市大・ 医 

琉 球人・ 理 ・ 動 

筑波大・ 生 

東大・ 理 ・ 動 

都立大・ 理 ・生 

蜜 大 。 理 ・ 生 

熊本大・ 理 ・ 生 

愛媛大・ 医 ・細菌 北里大・ 医 ・ 生化 

海
 
臨
動
 

 
 坦
坦
 

 
 大
大
 

名
京
 

生
 

生
 
理
 
理
 
大
 

大
島
 

山
児
 

富
麗
 
東京医科歯科大・ 顎研 ・発生 東大・ 理 ・生物物理 

岩城硝子㈱ 組織培養室 国立武蔵 療養所 

( 〒 273 船橋市本町 2 一 441) ネ中経 セ ソタ 一 

三菱化成生命 研 ・発展 研 名犬・ 理 ・臨海 

〒 206 多摩市連光寺 2264 筑波大・ 生 
しよう げ @   
尚細 文学院短大・ 一般教育科 油桐 女 短大 

( 〒 980  仙台市中山 4 一 23 一い ( 町 名変更 ) 

三菱化成生命 研 ・細胞生物 名犬・ 理 ・主 

神戸女子大・ プ ・教育 神戸大・ 理 ・ 生 

( 〒 654 神戸市須磨区 東 須磨青山 2 一 1) 
( 自 〒 658 神戸市東灘区御影石町 4 一 7 一 13) 

理化研・放射線生物 都立大・ 理 ・ 生 

( 〒 351 和光市広沢 2 一 1 バ ソデ 棟内 ) 

札幌医大・ 生 北天・低温 研 

( 〒 064 札幌市中央区南一条 西 17T 肋 

岡崎国立共同研究機構・ 東大・ ミ ・薬理 

生理学研究所。 神経 イヒ学 

( 〒 444 岡崎市明大寺 字 西郷 中 38) 

MRC@ MAMMALIAN@ DEVELOP@ UNIT, MIT. Dept Biol U.S,A 

WOLFSON@ HOUSE@ 4 ， STEPHENSON 

WAY ， LONDON@ NW1@ 2HE ， ENGLAND 
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( 賛助会則五十音順 

アロ カ 株式会社 ( 〒 181 三鷹市牟礼 6-22-1) 

株式会社 小澤製作所豊田営業所 ( 〒 471 豊田市広大町 5-27-4) 

合資会社 木下理化器製作所 ( 〒 460 名古屋市中区千代田 5-22-11) 

ヴリーン洋書株式会社 ( 〒 211 川崎市幸区小倉 610-1-506) 

株式会社 業 屋 理化岡崎営業所 ( 〒 444 岡崎市大西町宇宙 ケ原 12-219) 

株式会社 両新名古屋営業所 ( 〒 462 名古屋市北区 憧旛町 1-6  志賀コーポ 101) 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル ) 

株式会社 培 風蝕 ( 〒 102 千代田区九段南 4-3-12) 

ベクトン。 ティッキンソン・オーバーシーズ・インコーポレイテッド 

( 〒 107 港区赤坂 8-5-34  島藤 ビル ) 

三菱化成生命科学研究所 ( 干 194 町田市南大谷 11 号 ) 

ヤマト科学株式会社名古屋営業所 ( 〒 456 名古屋市熱田区被害 町 48) 

理工学社 ( 千 11 、 3 文京区 本 駒込 5-9-10) 

神所 薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 
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日本特殊薬品では、 アメリカ・シグマ 社 と代理店 
契約を結び、 シグマ 社 最新 カ 夕日 ヴの 全製品を、 
下記の要領で 簡単にお求めいただけます。 

  

  

Ⅰシグマ社の 製品一切は．ご 使用者への直結販売にかきします。 の遠隔地への 送 

呈には．荷造り・ 送料を実 甘 申し受けます。 少 黄の場合には、 代金引換えにてお 

願いすることがあ ります。 の汎用品はできるだけ 常 威していますか．品切れ、 その   他の場合は約 l 力 月のうちに取りよせます。 ( 船便のときは 約 2 カ月後 ) 

( シクマ % 安 権 代理店 ) 

特殊薬品株式会社 
大阪市西区 東 町 堀 lT 目 8 番 m2 号 ( 〒 550) 甘 ㏄ (448226l( 代表 ) 
称辞 箱 番号 ( 〒 530-9U 大阪中央 局 第 755 号 
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